
令和３年度 保険税率算定過程表（本算定）
（単位：円）

医療分
（一般＋退職）

支援金分
（一般＋退職）

介護分
（一般+退職）

合計 1人当たりの額

① 653,689,000 252,434,000 79,256,000 985,379,000 104,273

Ⓐ国民健康保険事業費納付金 917,527,120 281,214,052 87,250,760 1,285,991,932 136,084

（参考：激変緩和財源充当額） 0 0 0 0 0

② 93.97% 93.97% 90.00%

③ 695,635,841 268,632,542 88,062,222 1,052,330,605 111,358

④ 347,817,921 134,316,271 44,031,111

⑤ 243,472,544 94,021,390 30,821,778

⑥ 104,345,376 40,294,881 13,209,333

⑦ 4,424,938,000 4,337,158,000 1,452,488,000

⑧ 9,450 9,450 2,693

⑨ 6,170 6,170 2,314

令和３年度　想定保険税率

⑩ 7.86% 3.10% 3.03%

⑪ 25,763 9,949 11,445

⑫ 16,911 6,531 5,708

令和３年度　保険税率（案）

⑬ 7.49% 2.69% 2.12%

⑭ 24,500 9,400 8,500

⑮ 16,500 6,700 4,400

３年度案（＝現行保険税率）と想定保険税率との差

0.37% 0.41% 0.91%

1,263 549 2,945

411 -169 1,308

標準保険料率（市町村算定方式）

⑯ 7.77% 3.10% 2.91%

⑰ 25,452 9,945 11,002

⑱ 17,783 6,948 5,643

３年度案（＝現行保険税率）と標準保険料率との差

0.28% 0.41% 0.79%

952 545 2,502

1,283 248 1,243

保険税所要額

所得割率

予定収納率

調整後の保険税総額 （①/②）

賦課総額・所得割 （③*50%）

賦課総額・均等割 （③*35%）

賦課総額・平等割 （③*15%）

所得総額

被保険者数

世帯数

所得割率 （④/⑦）

均等割額 （⑤/⑧）

平等割額 （⑥/⑨）

均等割額 

平等割額

所得割率（⑩-⑬）

均等割額（⑪-⑭）

平等割額（⑫-⑮）

所得割率

均等割額

平等割額

所得割率（⑯-⑬）

均等割額（⑰-⑭）

平等割額（⑱-⑮）
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１　基準額（年額）の算定結果 １　基準額（年額）の算定結果

H28決算額を
基に算出

R3推計を
基に算出

H28決算額を
基に算出

R2推計を
基に算出

神河町 110,092 145,882 5.8% 29,132 神河町 110,027 145,646 5.8% 28,369
猪名川町 113,254 146,476 5.3% 62,602 加西市 117,205 151,549 5.3% 86,967
三田市 118,805 153,118 5.2% 194,096 三田市 118,768 153,525 5.3% 198,274
加西市 117,248 150,418 5.1% 79,681 猪名川町 113,283 146,232 5.2% 59,655
稲美町 114,790 145,917 4.9% 49,437 稲美町 114,823 146,168 4.9% 49,057
多可町 123,624 156,365 4.8% 29,280 多可町 123,464 156,548 4.9% 29,576
養父市 114,152 144,113 4.8% 32,230 養父市 114,280 143,930 4.7% 29,301
福崎町 120,530 148,356 4.2% 10,659 福崎町 120,583 148,588 4.3% 10,195
朝来市 116,070 141,802 4.1% 11,084 朝来市 116,057 142,379 4.2% 12,841
新温泉町 106,834 130,476 4.1% 5,186 新温泉町 106,871 130,039 4.0% 2,824
芦屋市 146,454 176,602 3.8% - 相生市 111,783 135,374 3.9% 1,550
相生市 111,754 134,631 3.8% - 芦屋市 146,340 176,300 3.8% -

丹波篠山市 117,557 141,070 3.7% - 赤穂市 114,888 138,111 3.8% -
三木市 121,268 145,159 3.7% - 三木市 121,219 145,545 3.7% -
赤穂市 114,893 137,477 3.7% - 上郡町 113,643 136,203 3.7% -
上郡町 113,578 135,701 3.6% - 高砂市 117,256 140,036 3.6% -
豊岡市 113,414 135,126 3.6% - 丹波篠山市 117,530 140,259 3.6% -
香美町 115,959 137,953 3.5% - 豊岡市 113,505 135,415 3.6% -
高砂市 117,252 139,366 3.5% - 香美町 116,144 138,536 3.6% -
佐用町 119,841 142,088 3.5% - 加古川市 118,913 141,155 3.5% -

加古川市 118,934 140,847 3.4% - 佐用町 119,988 142,131 3.4% -
太子町 117,136 138,205 3.4% - 小野市 127,362 150,224 3.4% -
市川町 118,150 138,957 3.3% - 西宮市 137,557 162,047 3.3% -
小野市 127,400 149,577 3.3% - 太子町 117,236 138,039 3.3% -
西宮市 137,610 161,318 3.2% - 川西市 125,455 147,544 3.3% -
洲本市 126,175 147,508 3.2% - 市川町 118,114 138,745 3.3% -
川西市 125,507 146,633 3.2% - 洲本市 126,177 147,909 3.2% -
加東市 130,283 152,140 3.2% - 明石市 125,726 147,159 3.2% -
明石市 125,720 146,204 3.1% - 播磨町 118,526 138,592 3.2% -
宝塚市 132,015 153,183 3.0% - 加東市 130,185 151,862 3.1% -
姫路市 120,359 139,552 3.0% - 宝塚市 131,905 153,565 3.1% -
播磨町 118,631 137,355 3.0% - 姫路市 120,357 139,823 3.0% -
丹波市 126,357 144,902 2.8% - 西脇市 128,961 148,543 2.9% -
たつの市 124,719 142,435 2.7% - 丹波市 126,399 145,368 2.8% -
西脇市 128,990 147,078 2.7% - たつの市 124,668 142,011 2.6% -
宍粟市 136,021 154,460 2.6% - 宍粟市 136,078 153,844 2.5% -
神戸市 127,108 142,889 2.4% - 神戸市 127,070 142,923 2.4% -
淡路市 139,138 156,041 2.3% - 伊丹市 129,645 145,595 2.3% -
伊丹市 129,702 145,396 2.3% - 淡路市 139,125 156,013 2.3% -

南あわじ市 143,161 156,399 1.8% - 南あわじ市 143,141 156,644 1.8% -
尼崎市 132,932 139,790 1.0% - 尼崎市 132,926 140,165 1.1% -

県平均又は合計 126,585 145,469　※ 2.8% 503,387 県平均又は合計 126,560 145,765　※ 2.9% 508,608

２．激変緩和措置の方法と財源 ２．激変緩和措置の方法と財源

※基準額は、インセンティブ制度反映後のもの

令和３年度の激変緩和措置について

市町名

基準額【一人当たり】（円） １年分の
増加率
（％）

R3激変緩和
必要額
（千円）

市町名

基準額【一人当たり】（円） １年分の
増加率
（％）

R3激変緩和
必要額
（千円）

①措 置 対 象 ：推計年度（R3年度）の一人当たり基準額が、3.8％【基準額の伸び2.8％（変動）＋解消幅 1.0％（一定）※】

を超えて増加する市町の当該超えた部分を措置

※解消幅は制度の施行状況を踏まえ、３年毎に見直し（次回見直しはR6年度）

②必要額（見込）：約5.0億円（特例基金、国交付金で対応）

激変緩和

対象市町

【3.8％超】

令和３年度 本算定

激変緩和

対象市町

【3.9％超】

（参考）令和３年度 仮算定

①措 置 対 象 ：推計年度（R3年度）の一人当たり基準額が、3.9％【基準額の伸び2.9％（変動）＋解消幅 1.0％（一定）※】

を超えて増加する市町の当該超えた部分を措置

※解消幅は制度の施行状況を踏まえ、３年毎に見直し（次回見直しはR6年度）

②必要額（見込）：約5.1億円（特例基金、国交付金で対応）
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